
■熱電材料高性能化へのアプローチ

■低次元ナノ構造：
0～2次元

■自己組織化
■ナノ複合 →

界面効果、散乱
■ナノボイド分散

■熱起電力への複合理論
■伝導度と熱伝導度の複合理論

１）複合則、２）有効媒質理論
３）パーコレーション理論

■有限要素法解析

■層状構造：
デラフォサイト構造(CuAlO2)

■かご状構造
■ペロブスカイト型
■格子欠陥の導入/ 酸素過剰・

欠損(TiO2-x, CuAlO2+x)

■キャリア制御：ドーピング、不定比、移動度、有効質量
■擬ギャップ構造の制御

■アモルファス

熱・電気輸送微視的理論、状態密度、強相関作用、バンド構
造、散乱機構（ラットリング、欠陥）

結晶構造制御 ナノ構造制御 ミクロ構造制御

原子スケール ナノスケール メソ ミクロスケール

■組織制御：結晶粒、粒界、固溶
効果、結晶性、混合相、組織配向
■複合熱電材料： 直列、並列、

非対角、ランダム (M/TiO2-x)

■傾斜複合
■多孔質

マルティスケール重層構造制御

高性能熱電材料⇔
大きなゼーベック係数、小さい電気抵抗率、低い熱伝導率⇔

マルティスケール重層構造制御の提案



■Ti、Cu/TiO2-x複合熱電材料

●複合効果によるTi,Cu/TiO2-x複合熱電材料の性能向上
●出力因子P=10×10-4Wm-1K-2に達成
●FEMを用いた熱電特性解析のモデルを確立
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■複合による高性能化とFEM解析の確立
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■FEMモデルの構築と解析

■複合理論の適用


